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　11月22日に出雲市のパルメイト出雲でありました強度行動障がい支援者養成研修(フォローアップ研修)

で実践報告をさせて頂きました。

　強度行動障がいとは、「直接的な他害」、「間接的な他害」、「自傷行為」が非常に多い頻度で見られ、通常

の環境下では対応が非常に困難な特性を持つ方のことをいい、その背景としては周囲からの様々な刺激が

本人に入ってくる事への物事の理解やその処理が上手くできないことと、物事を伝えたいが上手く伝わら

ないことや、伝える手段がないことなどが主な原因としてあります。

　当日は県内外から5件の実践報告があり、児童分野ではハートピア出雲スマイルが実践報告をさせて頂き、

児童期から成人期に向けて学齢期に実際に取り組んでいることを報告させていただきました。報告の内容

は、現在ハートピア出雲スマイルの放課後等デイサービスでは強度行動障がいの対象となる方のご利用は

ありませんが、日々の療育の中での工夫点やどのように支援を行っているのか、また大切にしていること

についてです。

　中でも大切にしていることは、「行動の自立」、「本人の意思決定」、「自発的な要求」についてです。

　「行動の自立」では、見通しを持って行動出来ること、「本人の意思決定」では自分で活動などを選択す

ること、「自発的な要求」では自分の要求を伝えることもですが、支援を受けても良いことを知ってもらい、

支援を受けて過ごす時に実際にどのように支援を行っているのかを紹介させていただきました。

　これら３つの事は、大人になっていく子どもたちに本人の人生を誰かに決められて過ごすのではなく、

自身で選択し本人の望む生活の実現に向けて取り組めるように支援をしています。

　今回の実践報告をされた方々の中で共通していたこととしては、ご利用されている方の特性や行動の背

景をしっかりと知っていく事の大切さと、そのことの情報を共有すること、またライフステージが変化し

た際にも次の場所へ引き継いで連携を行っていくことが大切であることを改めて実感しました。

　現在ハートピア出雲では、幼児期から学齢期に移行する際には保護者の方などと一緒に作成したサポー

トブックを学齢期に引き継ぎ、学齢期から先へは本人さんと一緒に支援者が作成したプロフィールブック

という支援ツールを活用しています。今後もご利用されている方が安心して次のステージへ移行出来るよ

うにハートが途切れないユートピアを目指していけたらと思います。

（文：児童発達支援管理責任者　髙尾 真也）

放課後等デイサービスで

強度行動障がいへの対応で大切にしていること
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　12 月 3、4 日と 1 月 9、10 日の４日間島根県医療的ケア児等コーディネーター養成研

修に参加してきました。今まで他県では研修を行なっていましたが、今年度から島根県でも研修が行わ

れるようになりました。

　初日は Dr や看護師さん等が講師で「福祉の成り立ち」から「医療行為とは」「重症心身障がい児とは」

等基本的なことを確認していくような形で講義がありました。

　２日目は「実際の現場からの話し」や、「親の想い」、「医療と福祉、教育との連携」等実際に現在行っ

ているコーディネーターの仕事の内容についての話でした。現在島根県には養成研修の講義を受けて専

門的に仕事をしている人は少ないと思いますが、内容的には相談支援専門員が行なっている、本児、家

族への関わり、医療との連携、福祉サービスや福祉用具の充実等が中心に講義がありました。

　３、４日目は実践ということで、事例を基に本児、家族の想いを引き出してから、今後の計画等の作

成に向かっていく練習を行ないました。

　今回の講義を受けて、医療的ケアが必要な子どもさん、重症心身障がい児と言われる子どもさん、そ

の家族、皆が不安でいるということだと思います。家族は家庭でできる医療行為を学んだり、本児の発

達や成長についても気にしていかないといけません。兄弟の成長についても考えていかなければなりま

せん。

　コーディネーターの関わりとしては、その不安が一つでも解消できるような関わりが必要であると感

じました。しかし、ひとりのコーディネーターですべてを支えていくことは難しいと思います。それぞ

れの得意分野を集めてチームを作ることが必要です。医療的ケアについては主治医や看護師、保育や教

育の事については保育士や教員、行政関係の申請については保健師さん、療育関係については相談支援

専門員や児童発達支援管理責任者など、様々な専門家がひとつとなり、本児の成長や発達を診ながら、

家族の支えとなって関わっていくことが大切です。

　また、本児が家庭で生活するということは、本児が元気なことはもちろん、家族も元気でいないとい

けないということです。家族が元気でなければ生活は成り立ちません。家族が元気に生活できるために

支援者が支えていくことも必要なのです。

医療的ケア児のコーディネーターとは本児の事はもちろん、家族の事、身体の事、生活の事、保育や教育、

連携の事などなど、コーディネーターとしてあらゆる場面でも見ていける視点を持ちながら、家族、本

児を支えていく大切な役割を持っているのだと学ぶことができました。（文：相談支援専門員　景山 一優）

島根県医療的ケア児等コーディネーター養成研修に参加して
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田村真沙樹

川上 妙子

高橋めぐみ

内
容

生活介護の利用者が、ハートピア出雲デイセンターからの帰宅後に訪問看護による口腔ケアを受けていた際に、
口腔内に魚の骨が見つかった。原因を究明してほしい。

今
後
の
対
応

聞き取りや現物調査の結果、魚の骨ではなく歯ブラシの毛と判明した。
今後は、下記のとおり調理時や食事介助時に注意を怠らず異物のチェックを習慣化することを確認した。
①調理担当者は、フィレであっても、身をほぐす場面やこしきを使う場面で注意深く調理をする。
②食事介助者は、スプーンに載せる際やトロミを加える際に、もしかしたらを考えて介助する。歯ブラシの状態を
毎回チェックし、定期的な交換を心掛ける。

内
容

１．生活介護の利用者に、活動の変更を前もって知らせて欲しい。
２．皆で私の批評をしないで欲しい。

今
後
の
対
応

１．活動の変更は前もって知らせる。当日の変更の場合でもきちんと理由を述べて納得してもらうよう努める。

２．思い込みの部分が強く、そのような事実は全くなかった。申出人も納得した。

内

容

ワークセンターフロンティー利用者が、朝の利用開始時間前に来所しているのに職員から「遅刻しないで！」と言
われたように聞こえたことに対して、遅刻になっていない状況なのに職員が「遅刻しない」と注意するのはおかし
くないか。納得がいかないので説明してもらいたい。

今
後
の
対
応

・実際には、利用者本人が利用開始時間ぎりぎりの来所が多く、「廊下を走らない！」という言葉で注意したのが
事実であることを伝え、誤解があったことの同意を得た。
・職員が注意の声掛けをする際には、きちんと理由を伝えて指導をしていくようにする。
・職員の気分によって対応が違うように相手から感じられることが無いように気を付ける。


